	大学開放研究室 実験室実験計画書
（ＪＲＲ－３実験利用第2棟１１３・１１５号室）
平成　　年　　月　　日届出

	１
	実　験　名
	
	責任者
	
	担当者
	

	
	代表者氏名
	
	所　　属
	

	２
	実　　験　　者　　名
	実験経験
	計画線量
	被　ば　く　管　理

	
	
	□有・□無
	
	mSv
	□ＧＢ□ＰＤ□ＲＢ
	ＧＢ：

ｶﾞﾗｽﾊﾞｯｼﾞ

ＰＤ：

ﾎﾟｹｯﾄ線量計

ＲＢ：
ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｼﾞ

	
	
	□有・□無
	
	mSv
	□ＧＢ□ＰＤ□ＲＢ
	

	
	
	□有・□無
	
	mSv
	□ＧＢ□ＰＤ□ＲＢ
	

	
	
	□有・□無
	
	mSv
	□ＧＢ□ＰＤ□ＲＢ
	

	
	
	□有・□無
	
	mSv
	□ＧＢ□ＰＤ□ＲＢ
	

	
	石本　光憲（大学開放研究室）
	
	
	mSv
	■ＧＢ■ＰＤ□ＲＢ
	

	
	 eq \o\ad(川手　稔,　　　　　)（大学開放研究室）
	
	
	mSv
	■ＧＢ■ＰＤ□ＲＢ
	

	3
	実験期間
	 　月　　日～　　月　　日
	変　　更
	月　　日～　　月　　日

	４
	取扱試料
	核　種＊
	数量(Bq)
	半減期
	試料名
	照射日
	冷却時間
	取出先

	
	□原子炉照射物
	
	
	
	
	
	
	□開封後

□保管庫

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	□線源利用
	
	
	
	· 揮発性のものについては記入する事｡

　（備考欄に記入可）

	
	線量当量率
	試料表面　　□＜0.1　□0.1～1.0　□≧1.0（mSv/h）　（約　　　　　　　mSv/h）

	５
	実験の種類
	具体的な手順
	使用器材・薬品など

	
	□
	開封のみ
	□開封→ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ移替

□
	□実験フード･実験台･ポリシーラー
□薬品（　　　　　　　　　　　）

□（　　　　　　　　　　　　　）

	
	□
	測定のみ
	□試料を測定器SET→測定

□
	□MMS □ASC-20 □ASC-42 □ASC-75

□実験台

□（　　　　　　　　　　　　　）

	
	□
	開封・測定
	□開封→ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ移替→測定器SET→測定

□
	□MMS □ASC-20 □ASC-42 □ASC-75

□実験フード･実験台･ポリシーラー
□薬品（　　　　　　　　　　　）

□（　　　　　　　　　　　　　）

	
	□
	その他
	□
	

	６
	実験終了後の試料処置
	□廃　棄
	□保　　管
	（　　　　年　　月　　日まで）

	
	
	□郵送搬出
	□車両搬出
	（　　　　年　　月　　日搬出希望）

	
	
	□その他（
	
	）

	備　考（追加実験者名・見学者名・申し送り事項・その他）



	（注）
	MMS：Manual Measurement System/ASC-**：Auto Sample Changer System - **：Max Sample Counts
・実験前に必ず提出すること。（実験の種類によっては学生の単独実験は認めません）
・□は該当するものをチェックすること。・年度の開始には教育を受けること｡
・機器、道具は丁寧に使用し・返却が必要なものは返却する事｡
・実験終了後は使用した実験室の整理整頓と器材・器具の後始末を行う事｡


※実験終了後は汚染チェックを行い、備付の「大学開放研究室実験記録」に記入後承認を受けて下さい｡

